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「千種区の福祉に役立ててください」と善意の寄付をいただきました。
〈平成27年9月28日～平成28年1月24日〉

西崎くん、ボランティア活動を支援する！？
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善意の小箱善意の小箱
●匿名　２名 様

　皆さまからいただいた寄付金等は千種区の地域福祉の推進に活用させていただきます。ありがとうございました。

　赤い羽根共同募金配分金を活用しているボランティア・NPO団体
に呼びかけ、お互いの活動を知り、つながりが生まれる交流会を
11月21日（土）に、生協生活文化会館にて開催しました。当日は、
17団体・31名にご参加いただきました。

を開催しました。

地域の「つながり」を発見！つながる！ひろがる！
 ちくさボランティア・NPO交流会
つながる！ひろがる！
 ちくさボランティア・NPO交流会

　はじめに、各団体から活動の成果や募金の使いみちについ
て報告いただきました。次に、他団体と協働した福祉活動の事
例を発表し、「つながる」メリットや活動の活性化について具体
的にお話ししました。
　その後、自分たちの活動に関わりのある機関・団体との相関
図を模造紙におとし、今後つながっていきたい団体等を見つ
け出すグループワークを行いました。

彼は災ボラ※の高松さん！
被災地、防災減災PR活動
について区民の方に知って
もらう活動をしています。

いいかい
乾パンは非常時
食料になるし

空になった缶は
非常用のトイレとして
使うこともできる
皆さんもぜひぜひ
備蓄しておくといい

お、西崎くん！
手伝ってほしい
仕事があるんだ

保存期限ギリギリの
乾パンが山ほどあってな！
いや～助かったぜ！

お、お役に
立てましたか…

は、はい！
ぜひ！

教わること
　ばかりだ

ボクが役立てる
トコロはなさそうだな

高齢者はつらつ長寿推進事業
平成28年度前期 参加者募集！平成28年度前期 参加者募集！

ちくさあったかカフェ【認知症カフェ】のご案内ちくさあったかカフェ【認知症カフェ】のご案内【認知症カフェ】

　毎週１回、レクリエーションや工作、絵や音楽など、さま
ざまなプログラムを通して健康維持や仲間づくりを行うこと
を目的とした介護予防の事業です。

　昨年も行ったちくさあったかカフェを今年も開催します。
　どなたでも参加していただけるカフェです。ホッとしていただける
時間を皆様と過ごせたらと考えています。

　日　時 平成28年2月16日(火）13：30～15：30（出入り自由）
　場　所 乗西寺(千種区仲田2丁目6-3）
　内　容 紙芝居(高齢者向け･紙芝居ボランティアきらら)／認知症予防体操 等
　参加費 100円【飲み物・お菓子代】
　主　催 千種区社会福祉協議会・千種区ボランティア連絡協議会・
 千種区西部いきいき支援センター
　参加希望の方は千種区社会福祉協議会まで電話・FAXにてお申込みください。
予約なしでも当日参加していただけます。

対 象 者 市内在住の６５歳以上で、ご自分で会場まで来られる方
参加期間 ６か月(4月～9月）
費　　用 無料(材料費は実費）
定　　員 １会場20名程度 ＊定員超過の場合は抽選
参加申込期間 2月1日(月)～2月29日(月）
問合･申込 千種区社会福祉協議会 ☎763－1531

火曜日 午前 千種区在宅サービスセンター（西崎町2-4-1）
 午後 市営新汁谷荘集会所（汁谷町19）

水曜日 午前 星ヶ丘コミュニティセンター（星ヶ丘1-3）
 午後 内山コミュニティセンター（内山1-4-15）

木曜日 午前 県営清明山住宅集会所（清明山一丁目6）
 午後 乗西寺（仲田二丁目6-13）

金曜日 午前 サンクレア池下（覚王山通8-70-1）
 午後 春岡コミュニティセンター（春岡二丁目5-44）

●午前＝１０：００～１２：００　　●午後＝１：3０～３：3０

会　　　場実施日程

　参加者からは、「協力できそうな団体が見つかった」
「企業にも参加を呼びかけてほしい」などの意見や具体
的な協働企画案も出るなど、自分たちの活動について新
たな展開を考える「気づき・発見の機会」となりました。
　今後、社会福祉協議会は、ボランティア・ＮＰＯ団体のみ
ならず、多様な機関・分野が福祉分野に参加し、地域の中
で福祉活動が活性化するようコーディネイトをしていき
たいと思います。

(作)あいち造形デザイン専門学校
まんが科1年 木佐貫 奈海さん

活発な情報交換

助成金決定団体のパネル展示

事例発表
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地域福祉活動計画事業



「ふくしPRキャンペーン in 千種図書館2015」

赤い羽根共同募金のつかいみち
募金はこんなところに使われています

寝具クリーニングサービス事業

ちくさ防災ひろばちくさ防災ひろば を開催しました。

「認知症ケアパス」を
ご活用ください

　平成27年11月、区内にお住まいの65歳以上の方で、布団を干すことが困難な
ひとり暮らしの方などを対象に寝具クリーニングサービス事業を行いました。
　この事業は名古屋市民生委員児童委員連盟千種区支部のご協力をいただき、
194名の方がご利用されました。朝早くに預けた布団や毛布が、その日の夕方に
清潔でふっくらした状態で戻るサービスは好評でした。

キラキラ★サンタ事業 ～つながる・ひろがる・かよいあう～実施報告～つながる・ひろがる・かよいあう～実施報告
　ボランティアグループ「花水木鯱城会＊」のメンバー等がサンタクロースに扮
して、地域の子育てサロンの会場で子どもたちにプレゼントを渡すイベントを行
いました。
　今年で8年目を迎え、千種区内15学区にて708個のプレゼントを配ることが
できました。
　今年のプレゼントは、光る小鳥の笛ペンダントなどで、赤い羽根共同募金の配
分金から用意しました。プレゼントの封入作業には、「NPO法人花＊花」で活
動している障がい者の方にご協力をいただきました。

　 「認知症ケアパス」は、認知症の進行状況にあわせて、認知症のあ
る方やそのご家族等が利用できる医療・介護サービスなどをまとめた
ものです。

　 周囲の方が認知症に気づく
簡単なチェック項目や、早期
発見・早期対応のメリット、
身近な認知症相談窓口の一覧
を掲載しています。

　千種区内のボランティア活動について学びあい、一緒にできることはないかを探り、またどのようにすれば
千種区が「住みよいまち」になるかということも考えていくために平成１４年５月に発足された会です。

　認知症の原因となる疾患やお身体の状況などにより経過は異なりますが、ご家族や周囲の方が認知症を
理解し、進行に合わせて対応していくことが大切です。是非「認知症ケアパス」を活用し、参考にしてくだ
さい。「認知症ケアパス」は区役所福祉課、保健所保健予防課、いきいき支援センターで配布しています。

　金城学院大学人間科学部コミュニティ福祉学科の朝倉美江教授の講演では、「災害発生時に〝弱者″をつく
らないことが大切。平常時に誰もが暮らしやすいまちにしておくことが、防災のまちづくりにつながる」とい
う言葉が印象的でした。
　また、多様な団体がそれぞれ防災に関するブース出展やステージ講演を行いました｡
　一日を通じて160名の来場があり、｢勉強になった」｢子どもも楽しめた」などの感想をいただきました。

　平成27年10月10日(土)から10月30日(金)まで、千種図書館において福祉活
動の啓発キャンペーンを行いました。この期間、館内の特集コーナーには福祉関
係の本が並び、展示コーナーには福祉に関するお役立ち情報のパネルや赤い羽根
協賛児童生徒作品コンクールの入賞作品（書道・ポスター）を展示しました。ま
た、10月17日(土）には「シニアのためのリフレッシュ体験のご提案」と題し
て、回想法や音読、紙芝居を内容とした講座を開催し、参加された皆様からは

「みんなで懐かしい話ができて楽しかった」「頭がいきいきして良かった」「あたたかい気持ちになって嬉し
かった」など好評でした。

名古屋大学減災連携研究センター・名古屋地方気象台・千種消防署・千種区消防団連合会・千種
土木事務所・千種環境事業所・上下水道局千種営業所・千種警察署・名古屋大学生協防災班・
見付学区の防災を考える会・千種区手をつなぐ育成会・生活協同組合コープあいち(地域支援
センター本山)・災害ボランティアちくさネットワーク、千種区役所、千種区社会福祉協議会

参加機関・団体

ご覧になった方の感想

＊名古屋市の「高年大学」を卒業したシニア世代の方がお住いの区で結成しているグループです。
　市内16区にそれぞれグループがあります。

人権尊重のまちづくり・男女平等参画推進事業

千種図書館と千種区社会福祉協議会との連携事業

「ふくしPRキャンペーン in 千種図書館2015」

募金が子どもたちを
笑顔にしていますよ！！

１１月２９日（日）
千種区役所講堂

認知症ケアパス

・認知症の症状や進行のイメージがしやすいね。
・病院に連れて行った方がいいのか迷ったり、病院に
行っても何をどう伝えたらいいのかわからなかった
けど、受診の際のポイントがまとまっているので、
医師に症状を伝えるときの参考になるね。

あれ？認知症かなぁと思ったら…

ご存知で
すか？

　平成26年10月～12月にみなさまが千種区内で募金いただいた赤い羽根共同募金は、
約８割が千種区の色々な活動に使われています。みなさまご協力ありがとうございました。

千種区ボランティア連絡協議会とは･･･

について

千種区ボランティア連絡協議会加入団体
●ボランティアグループ　月木会
●子育て支援りんごちゃん
●調理ボランティア　はなみずき
●点訳ボランティア　てんとう虫
●音訳ボランティア　ちぐさ朗読の会

●傾聴ボランティア　ひまわり
●災害ボランティア　ちくさネットワーク
●ORIGAMI 倶楽部
●シニアメイクボランティアすみれ
●おもちゃ図書館ちくさ

千種区ボランティア連絡協議会千種区ボランティア連絡協議会

新規加入団体募集中  加入を希望される団体は千種区社会福祉協議会までお問い合わせください。

グループ

 
  □ 早期に診断され、治療を受けることで、治る病気があったり、進行を    
      遅らせることができると言われています。 
  □ 早くから適切な治療やケアがあることで、生活上の困りごとやトラブルを 
      少なくすることもできます。 
  □ 介護するご家族も、認知症や介護について正しい知識を身につけたり、 
      仲間を見つけたりする時間をもつことができるようになります。  

 
  □ 同じことを言ったり聞いたりする。 
  □ 置き忘れやしまい忘れが目立ってきた。 
  □ レジでお札ばかりで支払うようになった。 
  □ 約束の日時や場所を間違えるようになった。 
  □ 趣味をやめたり、興味を示さなくなった。 
  □ 幻覚を見る。 

８５歳以上では、４割を超える方に認知症の症状があると言われ
ており、認知症は特別な病気ではありません。 

いきいき支援センターなどの「あなたの身近な相談窓口」の連絡先は裏面をご覧ください。利用が考えられ
る制度やサービスなどは別紙の「認知症の人や家族を支援する主な制度やサービス」をご覧ください。 

 受診するときに、事前に
症状等をメモしておくとよ
いでしょう。様式②「受診
にあたってのメモ」をご活
用ください。 

 ご家族やいきいき支援
センターと、今後のことに
ついてお話しするときに、
様式①「わたしのこと」を
ご活用ください。 

～気づきのポイントと早期発見・早期対応のメリット～ 

認知症は放っておくと、日常の生活のなかで不安や困りごとが増えたり、 
生活のしづらさがあらわれやすくなります。早期発見・早期対応が大切です。 

早期発見・早期対応にはメリットがあります！ 

いきいき支援センターは、身近な認知症のなんでも相談窓口です。 

認知症かなぁと思ったら… 

あれ？ 

「あれ、認知症かなぁ」と思ったり、気づきのポイントで気になることがあれば、 
いきいき支援センターやかかりつけ医に相談しましょう。 

 65歳未満の方の認知症
についても、いきいき支援セ
ンターや認知症相談支援
センターにご相談ください。 
 ※ハンドブック「なごやの 
  手帳」もあります。 

気づきのポイント～こんなことはありませんか？～ 

　お元気なうちから、ご本人
がこれからのことを考える機
会をつくり、ご自分の好きな
ことや今の気持ちをご家族や
周りの方に伝えて知ってもら
うきっかけとして、活用して
いただける内容になっていま
す。

わたしのこと

医師に相談する際、ご本人
の様子や伝えたいことなど
をまとめ、メモとして活用
していただける内容になっ
ています。

受診にあたってのメモ

　認知症になって生活の
しづらさや不安があらわ
れても、周りには認知症
の人やご家族を支援する
多くの制度やサービスが
あることをお伝えする内
容になっています。

あなたのまわりのサービス
（安心して暮らせるまち“ちくさ”）

お身体のことは私たち医療の専門職に相談してく
ださい。適切な診断や治療を行い、必要な場合は
専門の医療機関を紹介します。 

暮らしや住まいの工夫については私たち
に相談してください。また、ひとり暮らしが
不安になった場合などは介護の受けやす
い住まいや施設もあります。 

いつまでも社会とつながりが持てるよう私
たちが応援しています。いっしょに活動す
ることで健康の維持にもつながります。 困りごとや悩みごとは私たちと共有しましょ

う。また、お金の管理などは私たち専門機
関にお声かけください。 

あなたのまわりには、あなたの生活を応援してくれるたくさんのサービスがあります。 
地域での見守りや支えあいの活動もあります。まずはいきいき支援センターにご相談ください。 

生活の不安や生活のしづらさを感じたら、私た
ち介護や福祉の専門職を利用してください。 
あなたらしい生活を応援します。   

わたしらしく住み慣れたまちで 
安心して暮らしたい 

私が総合相談 
窓口です。なんでも 
ご相談ください。 

私たちは、あなたのことを理解して、温かく見守り、
サポートする仲間（認知症サポーター）です。 

 
本 　先を見通した支援につな

げていただけるよう、認知
症の進行に合わせたご本人
の様子やご家族の心構えを
まとめ、ケアのポイントや
利用できる制度やサービス
などを掲載しています。

認知症の進行に合わせた
『家族の心がまえ』や『ケアのポイント』
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　千種区の「認知症ケアパス」は５種類のリーフレットから成っており、状況に応じて必要な部分をお使い
いただけるようになっています。それぞれのリーフレットの特徴をご紹介します。

ー 

• もの忘れが気になる 
• お金の管理や買い物、  

書類の作成などはお
ひとりでできる 

• もの忘れにより生活しづらさがある 
• 日付や時間がわからなくなる 
• 買い物やお金の管理にミスが見られる  

• 日常生活はなんとか行っている 

• 買い物やお金の管理ができない 
• 服薬管理ができない 
• 電話の応対や訪問者の対応が困難 
• 道に迷うことがある 

以下のことに手助け・介護が必要になる 
・ 着替え ・ 入浴 ・ 食事 ・ 排泄 
・ 整容（洗面・歯みがき・化粧） 

• 車椅子・ベットでの生活が中心になる 

• 食事をとることが困難になる 
• 言葉による意思表示・理解が困難に

なる 

－ 

・否定、年齢のせい、言えばできるはず ・混乱 ・認知症状に振り回されてしまう、自分だけがなぜ、拒絶 ・介護の疲れ ・割り切り ・受容 ・どう看取るのか 

早めにいきいき支援セン
ターに相談しましよう。 
認知症や介護について 
学ぶ機会を持ちましょう。 

腹が立ってあたりまえ。ひとりで抱え込まないで、介護仲間をつくりましょう。
交流会や電話相談がありますので、情報を得る機会をつくりましょう。 
どのような医療や介護のサービスがあるかを知って、早めに介護サービス
を利用して、がんばりすぎない介護をこころがけましょう。 
認知症を隠さないで身近な人には伝えて理解者や協力者をつくりましょう。 

介護者があっての介護です。まずは自分のことや健康を大切にしましょう。 
今後のことについて検討し、必要に応じて、施設の情報収集などは早いうち
に行っておきましょう。 
終末期のケアについて、早い段階で医師やケアマネジャー等と相談し、どう
いった対応が必要か確認しておきましょう。 

2. ケアマネジャーやかかりつけ医等と 
相談し、介護保険を申請するなど安心
した生活が送れる環境を整えましょう。 

3. 薬による治療、役割や社会参加の機
会をもち、進行を予防しましよう。 

いきいき支援センター（認知症初期集中支援チーム） 

気づき～相談 介護保険の申請等 重度・終末期のケア 日常的な支援、行動心理症状や身体合併症への対応 

5. 着替え、入浴、食事、排泄などの介護が増え、肺炎
などの身体合併症を起こしやすくなります。穏や
かに苦痛なく過ごせるよう、ホームヘルプや在宅
での診療、看護、歯科診療など、医療と介護が連携
した訪問のサービスが受けられます。 

3. 本人にあった生活が送れるよう、ケアマネジャーと相談しながら
上手に介護保険サービスを利用しましょう。また、地域での見守り
や支えあいも大切になります。協力の声かけをしてみましょう。 

4. はいかいや興奮などの行動心理症状や身体合併症の治療等は、
認知症疾患医療センターなどの専門医療機関で受けられます。 

1. 早めに認知症や予防、介
護に関する相談窓口であ
るいきいき支援センター
やかかりつけ医に相談し
ましよう。 

認知症の進行に合わせた「家族の心がまえ」や「ケアのポイント」 
家 

日ごろ、関わりのある人（ご家族やかかりつけ医
など）を書いてみましょう。 

お名前：                        

記入日：    年  月  日 

なじみの場所は、 

行きたい場所は、 

会いたい人は、 

一番頼りにしている人は、 

支えたい人は、 

★ わたしにとって・・・ 

好きな（嫌いな）ことや話は、 

わたしがしてきた仕事や得意なことは、 

毎日の習慣になっていることは、 

大切な思い出は、 

好きな（嫌いな）食べ物は、 

好きな曲（音楽）は、 

★ わたしの好きな（嫌いな）こと 

うれしいこと、楽しいことは、 

不安や悲しみ、苦しいことは、 

やりたいことは、 

介護への願い、要望は、 

医療への願い、要望は、 

★ わたしの今の気持ち 

人生のターミナルでの願いや要望は、 

どこで過ごしたいですか？ ・自宅 ・施設 ・病院 

延命の措置を望みますか？  はい ・ いいえ 

その他、伝えたいことは、 

今後、ご自分の気持ちやこれまでのことをうまく 
伝えることが難しくなるかもしれません。 
これからの生活をどのように送りたいかなどを 
ご家族等とお話しする機会をつくりましょう。 

「わたしのこと」 

わたし 

本 

ご本人用ご家族用

地域福祉活動計画事業
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「ふくしPRキャンペーン in 千種図書館2015」

赤い羽根共同募金のつかいみち
募金はこんなところに使われています

寝具クリーニングサービス事業

ちくさ防災ひろばちくさ防災ひろば を開催しました。

「認知症ケアパス」を
ご活用ください

　平成27年11月、区内にお住まいの65歳以上の方で、布団を干すことが困難な
ひとり暮らしの方などを対象に寝具クリーニングサービス事業を行いました。
　この事業は名古屋市民生委員児童委員連盟千種区支部のご協力をいただき、
194名の方がご利用されました。朝早くに預けた布団や毛布が、その日の夕方に
清潔でふっくらした状態で戻るサービスは好評でした。

キラキラ★サンタ事業 ～つながる・ひろがる・かよいあう～実施報告～つながる・ひろがる・かよいあう～実施報告
　ボランティアグループ「花水木鯱城会＊」のメンバー等がサンタクロースに扮
して、地域の子育てサロンの会場で子どもたちにプレゼントを渡すイベントを行
いました。
　今年で8年目を迎え、千種区内15学区にて708個のプレゼントを配ることが
できました。
　今年のプレゼントは、光る小鳥の笛ペンダントなどで、赤い羽根共同募金の配
分金から用意しました。プレゼントの封入作業には、「NPO法人花＊花」で活
動している障がい者の方にご協力をいただきました。

　 「認知症ケアパス」は、認知症の進行状況にあわせて、認知症のあ
る方やそのご家族等が利用できる医療・介護サービスなどをまとめた
ものです。

　 周囲の方が認知症に気づく
簡単なチェック項目や、早期
発見・早期対応のメリット、
身近な認知症相談窓口の一覧
を掲載しています。

　千種区内のボランティア活動について学びあい、一緒にできることはないかを探り、またどのようにすれば
千種区が「住みよいまち」になるかということも考えていくために平成１４年５月に発足された会です。

　認知症の原因となる疾患やお身体の状況などにより経過は異なりますが、ご家族や周囲の方が認知症を
理解し、進行に合わせて対応していくことが大切です。是非「認知症ケアパス」を活用し、参考にしてくだ
さい。「認知症ケアパス」は区役所福祉課、保健所保健予防課、いきいき支援センターで配布しています。

　金城学院大学人間科学部コミュニティ福祉学科の朝倉美江教授の講演では、「災害発生時に〝弱者″をつく
らないことが大切。平常時に誰もが暮らしやすいまちにしておくことが、防災のまちづくりにつながる」とい
う言葉が印象的でした。
　また、多様な団体がそれぞれ防災に関するブース出展やステージ講演を行いました｡
　一日を通じて160名の来場があり、｢勉強になった」｢子どもも楽しめた」などの感想をいただきました。

　平成27年10月10日(土)から10月30日(金)まで、千種図書館において福祉活
動の啓発キャンペーンを行いました。この期間、館内の特集コーナーには福祉関
係の本が並び、展示コーナーには福祉に関するお役立ち情報のパネルや赤い羽根
協賛児童生徒作品コンクールの入賞作品（書道・ポスター）を展示しました。ま
た、10月17日(土）には「シニアのためのリフレッシュ体験のご提案」と題し
て、回想法や音読、紙芝居を内容とした講座を開催し、参加された皆様からは

「みんなで懐かしい話ができて楽しかった」「頭がいきいきして良かった」「あたたかい気持ちになって嬉し
かった」など好評でした。

名古屋大学減災連携研究センター・名古屋地方気象台・千種消防署・千種区消防団連合会・千種
土木事務所・千種環境事業所・上下水道局千種営業所・千種警察署・名古屋大学生協防災班・
見付学区の防災を考える会・千種区手をつなぐ育成会・生活協同組合コープあいち(地域支援
センター本山)・災害ボランティアちくさネットワーク、千種区役所、千種区社会福祉協議会

参加機関・団体

ご覧になった方の感想

＊名古屋市の「高年大学」を卒業したシニア世代の方がお住いの区で結成しているグループです。
　市内16区にそれぞれグループがあります。

人権尊重のまちづくり・男女平等参画推進事業

千種図書館と千種区社会福祉協議会との連携事業

「ふくしPRキャンペーン in 千種図書館2015」

募金が子どもたちを
笑顔にしていますよ！！

１１月２９日（日）
千種区役所講堂

認知症ケアパス

・認知症の症状や進行のイメージがしやすいね。
・病院に連れて行った方がいいのか迷ったり、病院に
行っても何をどう伝えたらいいのかわからなかった
けど、受診の際のポイントがまとまっているので、
医師に症状を伝えるときの参考になるね。

あれ？認知症かなぁと思ったら…

ご存知で
すか？

　平成26年10月～12月にみなさまが千種区内で募金いただいた赤い羽根共同募金は、
約８割が千種区の色々な活動に使われています。みなさまご協力ありがとうございました。

千種区ボランティア連絡協議会とは･･･

について

千種区ボランティア連絡協議会加入団体
●ボランティアグループ　月木会
●子育て支援りんごちゃん
●調理ボランティア　はなみずき
●点訳ボランティア　てんとう虫
●音訳ボランティア　ちぐさ朗読の会

●傾聴ボランティア　ひまわり
●災害ボランティア　ちくさネットワーク
●ORIGAMI 倶楽部
●シニアメイクボランティアすみれ
●おもちゃ図書館ちくさ

千種区ボランティア連絡協議会千種区ボランティア連絡協議会

新規加入団体募集中  加入を希望される団体は千種区社会福祉協議会までお問い合わせください。

グループ

 
  □ 早期に診断され、治療を受けることで、治る病気があったり、進行を    
      遅らせることができると言われています。 
  □ 早くから適切な治療やケアがあることで、生活上の困りごとやトラブルを 
      少なくすることもできます。 
  □ 介護するご家族も、認知症や介護について正しい知識を身につけたり、 
      仲間を見つけたりする時間をもつことができるようになります。  

 
  □ 同じことを言ったり聞いたりする。 
  □ 置き忘れやしまい忘れが目立ってきた。 
  □ レジでお札ばかりで支払うようになった。 
  □ 約束の日時や場所を間違えるようになった。 
  □ 趣味をやめたり、興味を示さなくなった。 
  □ 幻覚を見る。 

８５歳以上では、４割を超える方に認知症の症状があると言われ
ており、認知症は特別な病気ではありません。 

いきいき支援センターなどの「あなたの身近な相談窓口」の連絡先は裏面をご覧ください。利用が考えられ
る制度やサービスなどは別紙の「認知症の人や家族を支援する主な制度やサービス」をご覧ください。 

 受診するときに、事前に
症状等をメモしておくとよ
いでしょう。様式②「受診
にあたってのメモ」をご活
用ください。 

 ご家族やいきいき支援
センターと、今後のことに
ついてお話しするときに、
様式①「わたしのこと」を
ご活用ください。 

～気づきのポイントと早期発見・早期対応のメリット～ 

認知症は放っておくと、日常の生活のなかで不安や困りごとが増えたり、 
生活のしづらさがあらわれやすくなります。早期発見・早期対応が大切です。 

早期発見・早期対応にはメリットがあります！ 

いきいき支援センターは、身近な認知症のなんでも相談窓口です。 

認知症かなぁと思ったら… 

あれ？ 

「あれ、認知症かなぁ」と思ったり、気づきのポイントで気になることがあれば、 
いきいき支援センターやかかりつけ医に相談しましょう。 

 65歳未満の方の認知症
についても、いきいき支援セ
ンターや認知症相談支援
センターにご相談ください。 
 ※ハンドブック「なごやの 
  手帳」もあります。 

気づきのポイント～こんなことはありませんか？～ 

　お元気なうちから、ご本人
がこれからのことを考える機
会をつくり、ご自分の好きな
ことや今の気持ちをご家族や
周りの方に伝えて知ってもら
うきっかけとして、活用して
いただける内容になっていま
す。

わたしのこと

医師に相談する際、ご本人
の様子や伝えたいことなど
をまとめ、メモとして活用
していただける内容になっ
ています。

受診にあたってのメモ

　認知症になって生活の
しづらさや不安があらわ
れても、周りには認知症
の人やご家族を支援する
多くの制度やサービスが
あることをお伝えする内
容になっています。

あなたのまわりのサービス
（安心して暮らせるまち“ちくさ”）

お身体のことは私たち医療の専門職に相談してく
ださい。適切な診断や治療を行い、必要な場合は
専門の医療機関を紹介します。 

暮らしや住まいの工夫については私たち
に相談してください。また、ひとり暮らしが
不安になった場合などは介護の受けやす
い住まいや施設もあります。 

いつまでも社会とつながりが持てるよう私
たちが応援しています。いっしょに活動す
ることで健康の維持にもつながります。 困りごとや悩みごとは私たちと共有しましょ

う。また、お金の管理などは私たち専門機
関にお声かけください。 

あなたのまわりには、あなたの生活を応援してくれるたくさんのサービスがあります。 
地域での見守りや支えあいの活動もあります。まずはいきいき支援センターにご相談ください。 

生活の不安や生活のしづらさを感じたら、私た
ち介護や福祉の専門職を利用してください。 
あなたらしい生活を応援します。   

わたしらしく住み慣れたまちで 
安心して暮らしたい 

私が総合相談 
窓口です。なんでも 
ご相談ください。 

私たちは、あなたのことを理解して、温かく見守り、
サポートする仲間（認知症サポーター）です。 

 
本 　先を見通した支援につな

げていただけるよう、認知
症の進行に合わせたご本人
の様子やご家族の心構えを
まとめ、ケアのポイントや
利用できる制度やサービス
などを掲載しています。

認知症の進行に合わせた
『家族の心がまえ』や『ケアのポイント』

1 

2  

3 

4  

5  

6 

7  

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

家

　千種区の「認知症ケアパス」は５種類のリーフレットから成っており、状況に応じて必要な部分をお使い
いただけるようになっています。それぞれのリーフレットの特徴をご紹介します。

ー 

• もの忘れが気になる 
• お金の管理や買い物、  

書類の作成などはお
ひとりでできる 

• もの忘れにより生活しづらさがある 
• 日付や時間がわからなくなる 
• 買い物やお金の管理にミスが見られる  

• 日常生活はなんとか行っている 

• 買い物やお金の管理ができない 
• 服薬管理ができない 
• 電話の応対や訪問者の対応が困難 
• 道に迷うことがある 

以下のことに手助け・介護が必要になる 
・ 着替え ・ 入浴 ・ 食事 ・ 排泄 
・ 整容（洗面・歯みがき・化粧） 

• 車椅子・ベットでの生活が中心になる 

• 食事をとることが困難になる 
• 言葉による意思表示・理解が困難に

なる 

－ 

・否定、年齢のせい、言えばできるはず ・混乱 ・認知症状に振り回されてしまう、自分だけがなぜ、拒絶 ・介護の疲れ ・割り切り ・受容 ・どう看取るのか 

早めにいきいき支援セン
ターに相談しましよう。 
認知症や介護について 
学ぶ機会を持ちましょう。 

腹が立ってあたりまえ。ひとりで抱え込まないで、介護仲間をつくりましょう。
交流会や電話相談がありますので、情報を得る機会をつくりましょう。 
どのような医療や介護のサービスがあるかを知って、早めに介護サービス
を利用して、がんばりすぎない介護をこころがけましょう。 
認知症を隠さないで身近な人には伝えて理解者や協力者をつくりましょう。 

介護者があっての介護です。まずは自分のことや健康を大切にしましょう。 
今後のことについて検討し、必要に応じて、施設の情報収集などは早いうち
に行っておきましょう。 
終末期のケアについて、早い段階で医師やケアマネジャー等と相談し、どう
いった対応が必要か確認しておきましょう。 

2. ケアマネジャーやかかりつけ医等と 
相談し、介護保険を申請するなど安心
した生活が送れる環境を整えましょう。 

3. 薬による治療、役割や社会参加の機
会をもち、進行を予防しましよう。 

いきいき支援センター（認知症初期集中支援チーム） 

気づき～相談 介護保険の申請等 重度・終末期のケア 日常的な支援、行動心理症状や身体合併症への対応 

5. 着替え、入浴、食事、排泄などの介護が増え、肺炎
などの身体合併症を起こしやすくなります。穏や
かに苦痛なく過ごせるよう、ホームヘルプや在宅
での診療、看護、歯科診療など、医療と介護が連携
した訪問のサービスが受けられます。 

3. 本人にあった生活が送れるよう、ケアマネジャーと相談しながら
上手に介護保険サービスを利用しましょう。また、地域での見守り
や支えあいも大切になります。協力の声かけをしてみましょう。 

4. はいかいや興奮などの行動心理症状や身体合併症の治療等は、
認知症疾患医療センターなどの専門医療機関で受けられます。 

1. 早めに認知症や予防、介
護に関する相談窓口であ
るいきいき支援センター
やかかりつけ医に相談し
ましよう。 

認知症の進行に合わせた「家族の心がまえ」や「ケアのポイント」 
家 

日ごろ、関わりのある人（ご家族やかかりつけ医
など）を書いてみましょう。 

お名前：                        

記入日：    年  月  日 

なじみの場所は、 

行きたい場所は、 

会いたい人は、 

一番頼りにしている人は、 

支えたい人は、 

★ わたしにとって・・・ 

好きな（嫌いな）ことや話は、 

わたしがしてきた仕事や得意なことは、 

毎日の習慣になっていることは、 

大切な思い出は、 

好きな（嫌いな）食べ物は、 

好きな曲（音楽）は、 

★ わたしの好きな（嫌いな）こと 

うれしいこと、楽しいことは、 

不安や悲しみ、苦しいことは、 

やりたいことは、 

介護への願い、要望は、 

医療への願い、要望は、 

★ わたしの今の気持ち 

人生のターミナルでの願いや要望は、 

どこで過ごしたいですか？ ・自宅 ・施設 ・病院 

延命の措置を望みますか？  はい ・ いいえ 

その他、伝えたいことは、 

今後、ご自分の気持ちやこれまでのことをうまく 
伝えることが難しくなるかもしれません。 
これからの生活をどのように送りたいかなどを 
ご家族等とお話しする機会をつくりましょう。 

「わたしのこと」 

わたし 

本 

ご本人用ご家族用
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「千種区の福祉に役立ててください」と善意の寄付をいただきました。
〈平成27年9月28日～平成28年1月24日〉

西崎くん、ボランティア活動を支援する！？
※

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ち
く
さ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
＝
大
規
模
災
害
時
に
被
災
者
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

善意の小箱善意の小箱
●匿名　２名 様

　皆さまからいただいた寄付金等は千種区の地域福祉の推進に活用させていただきます。ありがとうございました。

　赤い羽根共同募金配分金を活用しているボランティア・NPO団体
に呼びかけ、お互いの活動を知り、つながりが生まれる交流会を
11月21日（土）に、生協生活文化会館にて開催しました。当日は、
17団体・31名にご参加いただきました。

を開催しました。

地域の「つながり」を発見！つながる！ひろがる！
 ちくさボランティア・NPO交流会
つながる！ひろがる！
 ちくさボランティア・NPO交流会

　はじめに、各団体から活動の成果や募金の使いみちについ
て報告いただきました。次に、他団体と協働した福祉活動の事
例を発表し、「つながる」メリットや活動の活性化について具体
的にお話ししました。
　その後、自分たちの活動に関わりのある機関・団体との相関
図を模造紙におとし、今後つながっていきたい団体等を見つ
け出すグループワークを行いました。

彼は災ボラ※の高松さん！
被災地、防災減災PR活動
について区民の方に知って
もらう活動をしています。

いいかい
乾パンは非常時
食料になるし

空になった缶は
非常用のトイレとして
使うこともできる
皆さんもぜひぜひ
備蓄しておくといい

お、西崎くん！
手伝ってほしい
仕事があるんだ

保存期限ギリギリの
乾パンが山ほどあってな！
いや～助かったぜ！

お、お役に
立てましたか…

は、はい！
ぜひ！

教わること
　ばかりだ

ボクが役立てる
トコロはなさそうだな

高齢者はつらつ長寿推進事業
平成28年度前期 参加者募集！平成28年度前期 参加者募集！

ちくさあったかカフェ【認知症カフェ】のご案内ちくさあったかカフェ【認知症カフェ】のご案内【認知症カフェ】

　毎週１回、レクリエーションや工作、絵や音楽など、さま
ざまなプログラムを通して健康維持や仲間づくりを行うこと
を目的とした介護予防の事業です。

　昨年も行ったちくさあったかカフェを今年も開催します。
　どなたでも参加していただけるカフェです。ホッとしていただける
時間を皆様と過ごせたらと考えています。

　日　時 平成28年2月16日(火）13：30～15：30（出入り自由）
　場　所 乗西寺(千種区仲田2丁目6-3）
　内　容 紙芝居(高齢者向け･紙芝居ボランティアきらら)／認知症予防体操 等
　参加費 100円【飲み物・お菓子代】
　主　催 千種区社会福祉協議会・千種区ボランティア連絡協議会・
 千種区西部いきいき支援センター
　参加希望の方は千種区社会福祉協議会まで電話・FAXにてお申込みください。
予約なしでも当日参加していただけます。

対 象 者 市内在住の６５歳以上で、ご自分で会場まで来られる方
参加期間 ６か月(4月～9月）
費　　用 無料(材料費は実費）
定　　員 １会場20名程度 ＊定員超過の場合は抽選
参加申込期間 2月1日(月)～2月29日(月）
問合･申込 千種区社会福祉協議会 ☎763－1531

火曜日 午前 千種区在宅サービスセンター（西崎町2-4-1）
 午後 市営新汁谷荘集会所（汁谷町19）

水曜日 午前 星ヶ丘コミュニティセンター（星ヶ丘1-3）
 午後 内山コミュニティセンター（内山1-4-15）

木曜日 午前 県営清明山住宅集会所（清明山一丁目6）
 午後 乗西寺（仲田二丁目6-13）

金曜日 午前 サンクレア池下（覚王山通8-70-1）
 午後 春岡コミュニティセンター（春岡二丁目5-44）

●午前＝１０：００～１２：００　　●午後＝１：3０～３：3０

会　　　場実施日程

　参加者からは、「協力できそうな団体が見つかった」
「企業にも参加を呼びかけてほしい」などの意見や具体
的な協働企画案も出るなど、自分たちの活動について新
たな展開を考える「気づき・発見の機会」となりました。
　今後、社会福祉協議会は、ボランティア・ＮＰＯ団体のみ
ならず、多様な機関・分野が福祉分野に参加し、地域の中
で福祉活動が活性化するようコーディネイトをしていき
たいと思います。

(作)あいち造形デザイン専門学校
まんが科1年 木佐貫 奈海さん

活発な情報交換

助成金決定団体のパネル展示

事例発表
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